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国土利用からみた森林地域の変遷とその地形的特徴

j関井徹朗*・孫 i路萌*

Change of forest regions and geographical characteristics using land informatIon 

Tetsuro SAKAI*， XiaoMeng SUN* 

ここ10011:':111]の11本における主なる土地平1)JlJ は森林的手I)Jllで，そのi(1I般はl主u二の67%Jiij後'd::11jめほとんど変化してい
ない。また，会rÍiU~の59%では土地手IJ)I)の変化は認められないが， 1950年以降:31%が変化した。その他の土地平1)川から

森林(l01'IJハJ，森林的手I]JIJから終決的手IJJll.JYH佐的手IJ)JJから都市[内科JIJ.従業的手IJJfJから森終的手I])IJのIIIHで転換が多L、
森林i'l01'IJJllに関してみると，その平均傾斜は40%，森林的手IJmから森林以外へ転換は会科!こ1:の14<Ju，森林以外の利mか

らの転換は 16~らであった。 地形的には記長体的手I] J日は総ρ5200m.傾斜20% をな:~~(こ，級傾斜地では減少し，，ZL傾斜地では1('))JII 

している。また，林争i[[別ではJよ添付Htが減少し.1見交付;がi得力11している。広葉樹の減少は特に， ll~I'，;:j300mtrfの20・60%

の傾斜|情で大きい。 -)j都辺!なVik~J Ij の森林1M績は， 10都道 J{'f Vrt て、5<76以上減少し， 13VrJ，て、59b以上J!1)JIlした。減少した俗

iJìl J(f Ví~での転換j訟の平均傾斜は10%前後に集 11=1している。

キーワード:土地手IJJlJ.若手持，傾斜， J制限， 11[1:1二情報

JJuring about 100 years in Japan. the main land llse is forest and the area is almosl (ixed and the ration of them is 

67%. Thな日reawhich land us日didn'tchange into is 59% of all and after 1950 31 % is changed. The change appears in 

larぶ;o1'der. othe1' llSC to 1'orest use. 1'ore日tllSC to agl・iculturellse， agricultllre use ¥0 urban u日仏 andagriculture usc to 

[orest u日e，I¥ccording to forest usc， thc averagc indination is 40%. Thc ratio o[ change into another use is 14% and 

the ratio of change from another usc is 16%. The forcsl area is decreased on the low 01' gen¥le hilly land with le5s 

than 200 111 of altitudes and less than 20% o[ inclinatIons. The broadleaf trce woods dccreasc and the mix woods are 

Increasing. Espccially. thcrc is rnuch dccreasc less lhan 300m and among [rom 20% 10 60% o[ inclinations. 1n cach 

prcf，日cture，lhe forむstare日 decrea日edby more than 5 % in 10 prcfeclure日andincreasecl by 11101・ethan 5 % in 18 

pl・efectures.The average inclination of converled land in the decreased prefecture is aboul 10(~仏

Key words: land lIse. foresl. inclination， lerrain， land information 

1.はじめに

わが閣の森林fúHr1はほ!土総出秘の約2/3を I~Î めている。

最近は{肢がえの鱗向にあるが，この100年の1111その割合は

ほぼ一定で、ある ι1 森林地域の火;31)分はIIJ岳地域に{立i設

し，余:は'ij傾斜がfs¥であることから，一般に森林以外のj二

地利用が副知.であると考えられているつしかし201仕紀の

H引に社会や経済のめざましい浪l滑に伴い，禿LLJ・採草

地の森林化や者15ili近郊の車LLiのm失などと，森林に関わ
る土地手IJJ刊の変避には激しいものがあった。問土手IJ)1]か

らみた森林地峨の変避にW<lしては既に多くの{iJI:究報告が

ある J. 3. 11 そこでは過去 111同己の111]，わが闘の森林

而簡がほとんど変動しなかった??民として，北海道など

における森林の農地への転換や凶EI本の広大な荒地・貯

水i自のj年体化をやげている;これらの研究報告の多く

は土地手IJJIJ 変化を社会・絞消nむな ~:IEIから論じたもので，

地形的特般からm命じたものは見当たらない。そこで、本論

では，開i均および斜削閣が1.を地形的特徴として定泣的に

J也掘し，森林に関わる土地平IJJlJの変濯を地形的特徴との

関わりからIVJらかにすることを試みたの る。

1I.資料及び方法

土地利mの変濯を);11る資本'1として， UNEP/GRID一つく
ばれがかつて公開していた日本の 2kmメッシュJ二地平IJ)jJ

データ(以下単に 2kmメッシユデータと11手ぶ)をJiJI，

このデータは IIYj治・大正WJJ(J 90011: tjD， ill{HLlI↓I JYJJ 

Cl950iド頃). I現代J (1985i!õ頃)の 311~'l(での全i主!のこ|二地

手Ij月刊行幸院を 2kmメッシュ lj'l.f立で数似データファイル化

したものである。元となったミtな資料は Il<j 土地~llj.院発行

の5万分 1J也?訟はlである。この地形|ヌlはおよそ20kmIJLI:JJ

をカバーしており，縦横それぞれ10等分したメッシュが2

k111メッシュに相当する。それは純度:JJIIjJ1分純度:JJluj1.5 

分のサイズであり，そのゾミiio較は純度によりjもなる。 1文l

. })( t!S)cザ:'Ii'i卒IFJi:!i)f先手:1
惨 Gracl.In[o.. Kyo(o Univ.. Kyo(o 606-8501 
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t<. -1 u虫干IJJlJIベ分
しandllse rcparlition. 

)IJが，データベース化されている。 j二地手IJJlj(式表… 1tこ

示すように牧{，'dll¥， 1:111.草地など30のカテゴリーにノj、l亙分
されている。 1--地平IJJJJのカテゴ1)…は元になった地問に

応じ，時代によりI:Jll¥flJIJJ1又分が見なるものもある。そ

のため，本論では土地平IJ月jのカテゴリーを1< 1に示す
ように17のII'IK分 5つの刈X分に統合した。

小区分

牧議地(明治大正のみ)

畑・議t也
沼間(籾j合大正のみ)

水回(明治大正のみ)

乾悶(現代の水沼)

茶畑

桑畑

5英樹諮
三極

その他の樹木畑

道路

神社

号手続

役所

学校

都市・集落

鉄道

しのt也
竹林

はい松(わい松)

針葉樹林

混交樹林

しゅろ科樹林

広葉樹林

海

)iiJJII 
j監地

砂れき地

荒地

ゴルフ場

中区分 大区分

宮田 農業的利用

畑 農業的利用

回 農業的利用

悶 縫業的利用

国 霊童業的手IJ用
茶畑 綾楽的手'J用
桑畑 幾業的利用

果樹園 農業的不j照

その他の樹木畑農業的利用

その他の樹木畑議業的手'Jm
道路 都市的利用

都市・集落 都市的手'J照
都市・集落 郁子行的利用

都市・祭落 都市的利用

都市・築落 都市的利用

都市・集落 都市的手'J用
鉄道 都市的利用

竹林・しの地 森林的利用

竹林・しの地 森林的利用

針葉樹林 森林的手IJ用

針築樹林 森林的利用

混交樹林 森林的利用

広葉樹林 森林的利用

広葉樹林 森林的利用

j毎 海

水菌 その他の利用

荒地 その他の利用

荒地 その他の利用

荒地 その他の利用

ゴルフ場 その他の利用

地形的特徴はIJi.1L地J!l\ W;t発行の「数11在地 )I~I叉J (50mメ

ッシュ 1~7{ i~~Jj ) Jを)1]い算出した。このデータファイルに
は i五J+地上Ililt'dê1r25.000分の l の地71~1文i をベースに，縦

横を200等分した地点 (50mメッシュ)の掠!誌が収めら

れている。このファイルをもとに，隣接する 4l):の織的i

データをJJJい50mメッシユl.(のftri斜・京llf1I]j1立を計針:
し，標高1rfIとともに地形データベース化した主)0 2 km 

メッシュのJ制限的特徴として，メッシュ内に含まれる

50mメッシュの地形データすべてを月]い，襟?与と傾斜で

は平均・分散.1設大・最小の統計1n立を，斜削方{立に関し

ては平均と分散の統計散をシステマチックに求めデータ

ベース化したc 2 kmメッシコ-1付すべてがi段上音1)の場合

160011羽の50mメッシュ点が合まれる。本論文では撚1~6お

よび下H斜を J也形1)0~付投として分析した。

業により地開作成時期jは少し異なるが，本論文ではこの

:31時点を ìU~ j!t時期とし，以下]9∞年， 1950年， 1985年とし

て扱う。また，北方領土および海外の IEI ;fffn~J也は本論の

対象外とした。 2kmメッシュデータでは，各メッシュ勾:

また，各 2kmメッシュの都道府県コーvや市118-村コ
ー Fを決定にするため， 1事lゴ二JIl¥fIJI淀発行数自立地iヌ125000
(泌岸線・行政界)をJl]いた。 WEに報告 5)した手法で，

21¥mメッシュ土地平IJJTjデ…タの左上隅が属する市町村

単位:の行政界ポリゴンを探長ーすることにより求めた。ま

た 2 11: 111 メッシュの船積は枠!立によって)'~なるため，

純度を変数とする補正式によりメッシュm汗i'tを計算した
。い。さらに海を含む 2kmメッシュの場合，友上I)IJIの

地利用がi援であれば|訟の土地利用区分とし計iJ!lJした。そ

のため，都道府県やflilllT村の1m桜は!実際の統計俄とは呉

なってくる。しかし，広j或でのヒ池手IJ)IIなどを分析する

には許される誤廷の純開であると考える

に，メッシュの左ヒ1!IJIの土地平IJJIL メッシュ内で最大の

揃殺を11[める土地平IJJTj，メッシュ内にある全ての土地手IJ

以上のようにして構築した分析出データベースの内谷

fJif=Jは表-2に示すとおりである。このデータベースを

1<.-2 分析した2k 111メyシユデ…タの!λrf子
Contcnts of the analyzcd Il1csh data of 2 km. 

t也密属性 土地利用 地形的特徴

第1次地域区画メッシュ議長寺 1900年友よ隅土地利用コード 平均擦高(m)

経線方向遼続犠号 1900年点越した土地利用コード襟誌の標準備菱

総線方向逮続番号 1900年存復する土地利用コード賞受低襟高

都道府様コード 1950年左上隅土地利用コ…ド 最高探高

市街T村コード 1950年主義越した土地利用コードIjI句斜街傾斜(弘)

メッシュ内の50mメッシュ数 1950年存在する土地利用コード傾斜の標準備菱

メッシュ笛積 1985年左上関土地利用コード 最小傾斜

1985年率越した土地利用コード最大傾斜

1985年存在する土地利用コード平均斜部方位
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ッシュlr:J二関の土地手lJJ刊を用い， メッシュ同級を

したものである。 3間資11寺JUJともミt=.嬰な土地利用は森林

的利用であり，そのffii識は全国上の約2/3にあたるの次

いでJJ!k-~n0 'flJ)日が多く，全国土の17%税!交を占めている 0

1900年から19851ドのIllJで、の土地利用変化の特徴は，森林

的利J:lJでは190011::'2395万ha，195011:'2150万ha，19851ド

2440万haとあまり変化がないこと， 1.災支主的利)11では

1900年604万ha，195011:'608万ha，198511::'622JJhaと告説明

していみこと，都市的利用は第2次1fI:界大戦後の1950ij:o 

から急増していること，そのfむの利用は制資n寺JUJを経る

ごとに大きく減少していることである

i立1-3は大区分での土地利用変化が生じた11寺j引を捺言j'

した結染で、ある。 1900年から1985iドの!日lに全体の59弘で

~Others 

Urban 

l'Zi Agricultural 

麟Forest

|史1-3 土地平IJmの変化1l.¥;JUJ(1900-1985) 
1、imeof land II日echange (1900・1哲85)

j究1-2 大分泌でみる u也手IJJIlの変巡
The change of the 111品inland lIse 

1985 1950 

Year 
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用い，土地平IJ)11の変選と地形的特徴について分析をおこ

なった。なお，本報告・では 2kmメッシュの友 J:lí~\ の

j虫干IJ用区分データを用い分析をおこなった。その3摂取は

在!二liTIの土地手IJJIJ1三分データがシステマチックに 2km

メッシュでサンプリングされた:士J臨手IJJllデータであり，

広範閣での i二地利用の把掘に巡しているためである。こ

の手法を検証するため，都道府県別;森林両較について検

討してみた。!玄1-1は1985年の都府県別森林而積の統計

1[1¥[ (Xlj11l!) 1) と2kmメッシュ上lilJIの u也キIJJ!112<:分と
メッシュrm強から計算した都府県別森林T(iiらn(Yillll!)を
プロットしたものである。北海道の百liも初f他に比べ大き

いため， 1まiには合んでいないが，附者に非常に強いおfl埼

関係があることがわかる。北iilj:;立を含めた場合， Y口

0.9837 . X (r 2 =0.9997)同様に1950年のデータではYロ

1.0016 • X (r 2 =0.9975)でLある。また， 19851f.の都道府

県加宥J本fiii積(統計1flJ.)に対するメッシュ隔制からの許i・
11:航と統計仙の設の誤1\~Jt来は，全開計で -3.8%，都

道府県ごとのlji純司王均で 5.7%であった。このことから

2kmメッシュ左上F>lllのこj二地事IJmとメッシュfiii打iから

した森林泌総がlまほ都道官時単位の森林副総を去して

いるとみなすことができ，この/n去による i二地帯IjTn日IJfiii 
椋のti:j誌が妥当であることを示している。

|立1-1 n!í)立 1{.fV.l・ 7JIJf~1tI(JIなiの統計111'(と;;j.tHllfのi対係 (1985{lo)
Rela tio!1 of foresl日reabet ween slatic vallle and c日lculatioll
value 

メ

1500 

1.土地利用の変選

i求1-2は大区分での土地帯IJ}IJの変濯を表している。

y = 0.9566x 
4 酌叩ωR2= 0.9949 
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1<. :3 上地平IJJIjの変化とJ制限的ws，徴
Change of the land llse and Lh(、characleristicof geography. 
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Height above sea level 

Average(m) STD(m) 

516 404 

119 155 

458 350 

214 204 
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104 156 
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235 218 
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Land use 
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Agricultural 

Forest 

U巾an

Urban 

Others 

Forest 

Others 

Forest 

Agricultural 

Forest 

Forest 

U巾an

Agricultural 

Agricultural 

Agricultural 

Forest 

Urban 

Forest 

Agricultural 

Others 

Forest 

Forest 

Agricultural 

Forest 

Forest 

Agricultural 

Others 

Others 

Agricultural 

Forest 

Agricultural 

Urban 

U巾an

Others 

Forest 

Urban 

Urban 

1900 

Forest 

Agricultural 

Others 

Forest 

Others 

Agricultural 

Forest 

Forest 

Agricultural 

Others 

Forest 

Forest 

Agricultural 

Forest 

Agricultural 

Agricultural 

Others 

Agricultural 

Forest 

U巾an

間企出場Agriculturaluse 

Forest use 

臨.0幽Othersuse 

40 

35 

n

u

k

u

n

u

w

a

n

v

 

内

φ

η

4

n

L

4

I

4

1

(法
)
C
O
U偲
C

一一oc
一ωMW酬
W
L
ω

〉
〈

叫隅や離糊Forestuse 

間口問Othersuse 

国ぜ~Agricultural use 

間参や幽U巾anuse 

500 

450 

400 

13350 
、埼./

.gJ 300 
コφ」
告250
ω 

2200 
む
〉

<c 150 

100 

5 
50 

。。
1985 1950 

Year 

1900 1985 1950 1900 

161-11 -2 利)IJI~:分別、léJ~J傾斜の変化

Ch日ngc()f llse area accordi口氏 tothc incli日日tion
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1;:(1-4 -1 利)111足分別、ドJ旬以向
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12<1-5 1950年から1985"1'にかけての 1:地平IJ)II変化
Change ()f lancl use belwCCI1 1950 and 198:1 

j惣業i'J(]:fIJJllからの転換が40%，森林的手IJJIJからの転換が

30%，その他に利川から 7%転換されたことがわかる。

1950i l^ô以 Ir私大都市 l裂を rll心とした fflSTIï1~のため，有Ilíli

mJ辺の民地，森林が部Tlr(J(] :fIJ J I Jに転換されたことがわか

る。 J}!l:業的手IJJllでは森林平IJmからの転換が多い。これは

北海道東部の者H~(が民地や牧 l\'(J也に転換されたためであ

るつ森林的利IIJでは1950年以前から森林である I(II松が

別%，その他の利JlJからの II~換が 9%あるつこれは禿 1LI 

や採草地の森林化によるものである J その他の手IJJIJの多

くは森林からの転換が多¥，'0 1111i1H'i11のダムIJ討をなどによ

り，森林がダム品JJや道路などに転換されたためと考える

が，今後より持続11な分析が必裂である

2.森林的利用の変i譲

[;gl 6 は 1900年 ~1985{rの[11]の森林的手IJ)刊に ü:ll して

は土地利用の転換はみられなかった。全体の10ちらが1950

{p.のみに， 20%が1985{j::のみに， 11%が1950"loおよび

1985年双方に土地利用変化が生じている。 1950il~から

1985il~の問に全体の31%でこL地平IJJIl変化が!:I::.じたことに

なる。また，表-3はこのIIIJどのようなこL'.J也手IJJ目がどの

ような土地利別に転換されたのか，あるいは転換されな

かったのかを集計するとともに，その地形的特徴につい

て計算したものである。 311!幻想jの土地利JFjfK分の組み合

わせをiifi桜合計が多い)lltl，こ l二位20積投べである。これら

の I~去から，この間に土地:fIJHJが転換したものについて

みると，その地の利用から森林1'l(];f<IJJlJへ，森林的手IJmか

ら民業i'J将司J!lへ，民業(Ii]利用から者11fli的手IJJl1へ，森林的

手IJJIlから都市(I(]利用へのJIInで多いことが'j:lJるc :1二地平IJJlJ

が転換した場mの地形的な特徴は次のとおりである。森
林的手1JH3へ転換した場所の平均111113は236-458mでその

様巾偏差は218-406mと変動が大きく，平均傾斜は23%

以上で、ある o 業的手IJmへ転換された場所。は，王子:1:1]棋院j

がおおよそ200m以十¥平均傾斜が20%以下である。ま

た，Jl!1:~~的利J甘から者Ií'I1î的手IJ)IJへ転換された場所は，

J~J1紫 JJJが87-104m，平均傾斜が 8-9%である。 森林

(!(j;f<IJm から都市i切手IJ用へ転換された助所は，平均1~~{ ~è~jが

31日11，平均傾斜が27%である。，この間土地利)IJ

が転換されなかった場所についてみると， 森村林，(的l均守符手科l日JJバ用1刊]でで‘ 

は玄可平iド刊ξリJ均毛力訓J汁{七拡日牒idd県j?忠'{げ:

l向t穴公匂?i可:jl日19mジ什5司乎lド7主cJ均力訓{側tI凶:ri斜1打叩0%，その地の利JiJでは平均拠出255m

予均傾斜12%，者ISTI!的手IJ)FJではγeJS] 1}~'{ i't，S 88m平均ftIl奈i
8%である。それぞれの平均的な地形はJIInに急峻な山岳

JIJJ.域. mUI部， rllJlIlHJJ也域， 守ゆf'ì\;lltこ代表される。こ~1.

らの:r]i.1I1については今後の分析が必裂で、あるが，行IlIli辺
交[1林の ?ì~í尖・ i丸山 111地の森林化の二械化と考えられる

i文1-/[ -1および尚一 4 2は各iV品交11判明の大j足分に

おける L地帯IJJFJ 区分)JIjの乎均掠出および一、ドJ~閉会;1 の変濯

を示している。森林的手IJ)11 は1I~:ft を~後るに fìÉし入可乙均1~~~

lfijが117iく主iリむ1l}1斜がfaになっている。制1dUI(]手IJJl1と

的不IJJ1Jは若干の設があるものの， ~I~均 fJtiiiij は 50-100m 

と低く，平均傾斜は5 8%前後と粧やかで， II~Ht を総

てもあまり変化していない一その地の利JiJは線・傾斜

とも大きく減少している lへこれは I:J也利用変化で此も多

かった， jJ11向の')j!:j"ミ傾斜地でのその{訟の平IJJl j からf<~~~(的

手IJJIlへの転J45一一一荒地から森林への似J45ーがあったことに

起伏iしている(去-:3参!!な)

|三]-5'ま1950{!:から1985WまでのIlljの:卜J也手IJJljの変動

を転換別に去しているυ1985{1:の作 1:地平IJJlJI足分iJIJ副総

を各々~，!，: jí~ とし， 1950年以降その 1:地利用に'1伝換された

j訂秘のIヒネを衣している。例えば，都市(I(]利j日の場合，

1950年以前から者1I11i的な利J!Jであったf(JiHtlヒ取は22%，

森林研究 732001 

j究1-G rvl'，体的平IJ)lJからみた変j銭
Change ()f lancl lIse sむcingforc呂(L1se 
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IZ!-7-1 仰向日IJ森林的手IJ)I)の変i笠
Change of the land llSe according lo lhe altitllde 
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j記1-7-2傾斜目立森林(J(]手I))[)の変巡
Change of thc land llse according (0 lhc inclin日tioll.

国土の2/3， 2 %ほど微憎した桂皮で余り変化がないと

みられるが，森林を巡る土地利用変化は全陪1::1:の30%も

あり，その内実は激しいものであったといえる。

|ヌ)-7 -1およびIX)-7-2は森林的利別に注目した

J:池手IJJ!l変化を， j紫尚および仮{斜区分別にほう上したもの

である。開高が向くなるにつれ，傾斜が念、になるにつれ，

森林的手IJ)IJのままで、土地利)IJ変化がみられなかったi混同ft

が明加することがわかる。機iFijが200m未i摘では森林か

土地利用変化をまとめたものである。メッシュ友j二IllJIの

L:地利用データとメッシュ耐訟をJIJい張計している。森

林的利用のままであったものが全体の51%，森林的手iJ!lJ

以外の土地平IJ)11(以下森林外利JIJと呼ぶ)から森林的利

用への転換が16%，森林的利用から森林外利用への転換

がは%，森林外利用のままであったものが19%である。

イ交でも森林的利用として区分された1:地は凶土の81%

を占めているつこの間統計的には，森林総制服はほぼ全



あること。傾斜 10%以下の平地は全mlJ:の約l!51~íl皮と

が少なく，その而杭は傾斜20 40%のi王陵地の、下分ほど

しかないなどカすわかる。

森林的手IJ)])についてさらに詳しく見るため，針葉・広

葉・混交樹林といった'=1"1え分での土地手IJJIJ区分について

分析をした。 I文1-8 は 190011'-~198511:'までの手IJJI1I><:分別

阿続変化を去している。 1950~1985年の1/1]ではは;策1i'ij"林

が減少し，混交樹林が増加している。特に， 195011ミから

1985年にかけてその傾向が強いことがわかる。

l立1-9 -1および凶-9 -2はそれぞれ3時期の針

葉ィよ楽混交樹林の而干itを標高i緋別および傾斜i締官IJに
まとめたものである。 Xililllは各階のi足分を去し，各附ご

とに 311寺JUJの森林而較を体制別に獄み l二げ棒グラフとし

て表している。まず，終報グラフ全体は各時代の森林両

被分布と各府ごとのH寺代の変濯を去している。|時代を経

るに従い，森林的手IJJIl全体の岡松は標高200m，傾斜

20%を境に低地・緩傾斜地?はmi殺が減少し，高地・

傾斜地で増加していることがわかる。特に館斜30-49%，

際~ij300-699mでは増力11'1'話が大きしミ0121高階別分布では

.100-199mをピークに 1~~~rl潟が向くなるにつれf(ij績は減少

する分治jiとなっている。これはほぼ日本全体の撚高|幣別

崩積分布(1渇-7 -1 )と肉じであるο ，傾斜階分

;(Iiでは30-39%をピークに上にl自の分布をしている。こ

れは日本全体の傾斜i府別商積分布(凶-7 -Z) と異な

っており，森林的利用が急傾斜地に多く集中しているこ

とを示している。次いで，各機グラフを構成する林柿別

の ífiî税構成についてみると，広葉樹はif京高 1500111米Ìï~qの

ハwui
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l記I 1) 針は;似合~H;似fîiの変化
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ら森林以外の土地手IJJ日への転換が多いこと， 200-399m 

では森林への転換が多いことがわかる。私立斜10%米満で

は森林からの転換が， 20-49%では森林への転換が多い

ことがわかる。また，陸1-7 -1および間一 7-2の各

項目の棒グラブ全体は1:1本の地形的特散を去している。

すなわち，標高100m以下のiI~地は全i事i土の約 114;1'主!支で、
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|記!…lO J1i;巡府県別森林I[!i秘の1¥1)減 (1900・1985)
Chan誌な pelでenlageof foresl arca (l90().1985) 

が減少し混交林イとが進んだといえる

3.都道府県別森林的利用の変驚と地形的特徴

i立110は都道府県加に1900{1:と1985{j:を比較した森林

1'10手IJJ日の出踏の増減を点している。メッシュ!J:I:.IlIJIの一1:

j也手IJITIとメッシュ両手12から計算したft林的手IjJI!のliiiWtを
JIμ、て詰10m:したものであるつ各都道府見出般にk>Jl5 % 
以 i二森林imfftがJIM)II したJ有限は 18VI~. 逆に 5%以ヒ減少

したIHVrt.は10都道J{;rv己ーであった。北illj:;立・ IY，J京一円・大

各担{.ljì~l~I併で1950{1:以降減少しているc特にIIII強(10には

800mJ;)、下の掠で大きしh また傾斜i'l0に見ると名!情で

減少しており，特に20-59%の傾斜階での減少が大きい。

， ~t~~引去れま400m米 ìl:むの J41;尚で、は減少しており，ぞ

れ以上では精力11している。i坂本ll'l甘には40%未満で‘減少し

それ以上では噌加している。 i見交樹林は1500111未満のjifi
117jでi12jj泌なく明加lし. 100-999111で、のt投力11が大きし、。傾

斜(10には20-59%の傾斜I{?rでの峨加が11立つ。 保ifJj

1500111以下の~;lJiii {I域会、|が20…59%の傾斜地で，広葉樹林



森林が増加したりんは千均{民主\1-20%以上+!~t:j200111以上で

あった。

凶-12は都道府県別に平均傾斜と森林出獄中のi渇係を

している。平均傾斜が急になるほとe森林WIfi.(~t，~カマ布く

なる傾向がわかる。また，森林耐積が減少した者!日立府県

の多くは森林ITiifr(~挙がi1í:く， 11? 力1I した県は向いこともわ

かる。もともと森林の少ない都府県で森林が児に減少し

たといえる。

1~1-13は都道府県)JIjに森林外不IJm から;jÌj~1*的手IJJT1へ転

挽された土地の平均傾斜と，森林[J{j1'IJ)刊から森林外手IJJTJ

lこI1沃J拠された土地の平均傾斜をプロットしたもので、あ
る。森林的利仰に関わる転換地のJ山形的な特徴を去して

いる。ほとんとdの都道府県で森林外手11111への転換地は森

林1'l(]1'IJJilへの転挽地より平均傾斜が級やかであることが

わかる。また，森林削絞が5%以上減少した多くの都道

県では，森林的利用からのil副知自の傾斜が20%以ド，

10%前後に集'11していることがわかる。 ，森林i自1Hl'i

が増加したりiLの多くは森林的手IJ)I]からの転換j也の傾斜は

20%以上，森林的利用への転換地の傾斜は30%前後以上

であった。
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11 本における u虫干IJ)]] の変遷とその地Jf~的な特般をと

おして，森林的手IJ)日の変j墜を概観し，森林地域の地形的

特{投をiリ]らかにすることができたc とりわけ，わがj五lが

このふ .1氏紀の IIU~材料金]杭がほとんど同じであったこと，

しかしその内実は非常にドラスチックに変化していた」

と，級傾斜地での森林の消失が11立九斜出傾斜が森林の

盛衰に大きな;話料があることなどがIVJ般になった。

u虫干IJ!T]はその日n0に応じ，地形的i!i!J約とりわけ斜崩
傾斜のHilドめを強く受ける。 11'1土lI!Ifi'tにIJjめるで池の割合

が少ないI];j三では，級傾斜地は段業や者1Ir1i1'lむな手IJJlJ~:'11以

J免されがちで，そこにある森林なと功司副45の対立ととなる

森林で‘木材生i!:主をおこなうなj持からすれば，斜耐傾斜は

緩いほど紫ましいc しかし，森林的手IJ)11は傾斜地でも可

能であることから，森林地j戒が傾斜地に集111する阻IIij(こ

なる。そのため，わがjJilでの森林の持続的利j討をi叉iる 1'.

で，傾斜地という地形的ililJ約をiIIj犯にjiijJ'保全などの森

体の油機能に配!ぶした符J11¥経件が必奴であると考える

その llsfO占的データとして今Irrl作成した Jili Jl'~'Ii'fNiを合む 1:

JMIJ)!lデータベースは有)lJと考える。

j泣後に本研究をJ1sめるにあたり快くデ…タの提供と助

弓をいただいた北海道教育大学の氷見1I1幸夫先生に心か

ら感謝のなを去しますG なお，本研究の 部は文部省科

学研究費jた探研究B (2) 生物Itt]情報の1LVi皮帯IJ)1]にi対
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。。

阪などで減少し京北・ 1:["1存11111岳.I11I主1.I!LJ[it]・九州地

)jで1';判1Iしている。北海道では民業1'101'IJ)IJへの似換で減

少し，関東や大阪などでは郎市化により減少したと牢え

られる。森1*が1';1))JIIした地域ではその他の手IJJllからの転

換がF!立つ。

[火1 11は者Ihul訂以日Ijの、11.J~) 1~~1{ .I~\)j と、ド均傾斜をプロット

したものである。シンボルは森林lilI拙の1(lli破防jを衣して

いる。森林mi脱が 5%以上減少した都道県は平均{t賃金:1

25%以ード，撚;';:;500111以ドであることがわかるコ j逆に，
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する )í~礎的研究」の補助を l!j~でおこなったものである。
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